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液位伝送器 
T250L 

取 扱 説 明 書 

この説明書を読んで正しくご使用ください。 
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1 は じ め に 
この取扱説明書には，本製品の仕様と正しい使い方が記載されています。機器の設置工事，調







 

4-1 
 

4  形式と仕様 

4.1  形式 
T253L  3  5  3  4  6  - 55 
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オプション   ： ダイアフラムカバー 

口径 80A、接ᾡ᧕ 。ョ ャŅʱ
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フル 
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注 意 

伝送器の配⥽鐀
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5.1 計器の取付 
 

 計器の取付 

伝送器は，振動や腐食性の雰囲気のない場所を選んで垂直に取り付けます。取付姿勢
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5.2 
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 プロセス接続（密閉タンク―ドライ・レグ） 

液位伝送器の取付けは、タンクの側面で，測定範囲の上・下限よりそれぞれ上・下方

側に設けます。タンクの底面から圧力を取り出しますと，沈殿物が伝送器の中に入る

おそれがありますので好ましくありません。伝送器の高圧側のフランジはタンク側の
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6 運     転 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
伝送器の運転開始の手順を述べます。 
伝送器の調整を実施するときには，電源投入後，約 10 分以上の暖機運転を終えているようにし
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6.1 液 位 測 定 
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 密閉タンクの液位測定-ドライ・レグ 

密閉タンクの場合，液圧は高圧側に，タンク内圧力は低圧側に配管することにより，タ
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7 機     能 
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図７－９  初期画面 

 
 

              

図７－１０  終了確認画面 

 
[ホーム画面](図７－１１)において，PTC-2000 のシステムを終了するためには，[メ

ニュー]-[終了]を押して[終了確認画面]を表示します。 

次に，PTC-2000 のシステムを終了する場合は OK ボタン，システムの終了をキャ
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7.2 外部設定機能 
本伝送器は，付属の外部調整・設定用マグネットを使って，増幅部ケースの外側から各種設

定・調整を行うことができます。表７－２に設定・調整可能項目を示します。これにより任

意の入力圧力が印加されている状態で，出力電流値を調整することができます。 
指定がない場合，外部設定機能の許可状態をゼロシフトのみ許可として出荷されますので，

許可状態を変更したい場合は，コミュニケータを接続して外部設定機能の“禁止”，または
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図７－１３ 画面展開図 
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表７－８ 自己診断異常（アラーム事項）発生時の指示計表示 
 

 項目 内容 指示表示 

1 差圧異常 
（高圧） 

入力差圧が（圧力）が警報設定 H の値

を超えた場合に表示 

 

2 差圧異常 
（低圧） 

入力差圧が（圧力）が警報設定 L の値

を下回った場合に表示 

 

2 㸑紀
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7.4 各 種 機 能 

 ゼロリセット 

出荷時のゼロ点が，伝送器を取り付けたときの姿勢などによって変化してしまった場

合に，初期調整として実施します。 
調整可能範囲は，最大スパンの±3.125
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8.4 調    整 
伝送器を調整する場合には，DC24V 電源装置，伝送器の調整に十分な精度をもった圧力計

および電流計，入力レンジを十分カバーできる圧力源が必要です。 
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表９－１ 自己診断異常発生時の指示計表示 

 



 

9-3 
 

9.2 出力信号が出ない場合の故障探索と対策 
下記フローに従って対処してください。 

 

 
図９－２ 故障箇所判定のフローチャート２ 

 

図４－３ 

一度電源を切って 2 秒以上経過後，

電源を再投入しても出力信号が出な

い場合は，最寄りの弊社営業所へお

問い合わせください。 
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9.4 出力信号が不安定な場合の故障探索と対策 




